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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年7月3日(2014.7.3)

【公表番号】特表2013-526273(P2013-526273A)
【公表日】平成25年6月24日(2013.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-033
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月13日(2014.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５’→３’エキソヌクレアーゼ活性を有するＤＮＡ依存性ＤＮＡポリメラーゼと、少な
くとも１つの天然デオキシヌクレオシドとを含むキットにおいて、前記少なくとも１つの
天然デオキシヌクレオシドが、デオキシチミジンおよび／またはデオキシシチジンまたは
これらの混合物から選択されることを特徴とするキット。
【請求項２】
　ＤＮＡ依存性ＤＮＡポリメラーゼと、少なくとも１つの天然デオキシヌクレオシドと、
鋳型ＤＮＡ分子、ＤＮＡプライマー分子、および前記ＤＮＡ依存性ポリメラーゼによって
合成されるｄｓＤＮＡから置換されるかあるいは前記ｄｓＤＮＡに結合されることが可能
である蛍光部分を含む検出システムとを含むことを特徴とするキット。
【請求項３】
　請求項２に記載のキットにおいて、前記少なくとも１つの天然デオキシヌクレオシドが
、デオキシチミジンおよび／またはデオキシシチジンまたはこれらの混合物から選択され
ることを特徴とするキット。
【請求項４】
　請求項１または２に記載のキットにおいて、少なくとも、ホスホトランスフェラーゼを
さらに含むことを特徴とするキット。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のキットにおいて、少なくとも１つの修飾デオキシ
ヌクレオシドをさらに含むことを特徴とするキット。
【請求項６】
　請求項５に記載のキットにおいて、前記少なくとも１つの修飾デオキシヌクレオシドが
、ＢｒｄＵおよび／またはＩｄＵ、またはこれらの混合物などの修飾チミジンおよび修飾
シチジンから選択されることを特徴とするキット。
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【請求項７】
　請求項２～６のいずれか一項に記載のキットにおいて、前記蛍光部分が一本鎖ＤＮＡプ
ローブに結合されることを特徴とするキット。
【請求項８】
　請求項７に記載のキットにおいて、前記蛍光部分および消光部分が、一本鎖ＤＮＡプロ
ーブに結合されることを特徴とするキット。
【請求項９】
　請求項２～６のいずれか一項に記載のキットにおいて、前記蛍光部分が、ＰｉｃｏＧｒ
ｅｅｎ、Ｅｖａ　ｄｙｅまたはＳＹＢＲ　ＧｒｅｅｎＩなどの二本鎖ＤＮＡ表面結合また
は挿入分子であることを特徴とするキット。
【請求項１０】
　請求項６または７に記載のキットにおいて、前記一本鎖ＤＮＡプローブがその無傷の形
態である場合に、前記プローブに結合された前記蛍光部分が消光されることを特徴とする
キット。
【請求項１１】
　請求項１に記載のキットにおいて、前記ＤＮＡ依存性ＤＮＡポリメラーゼが、ＴａｑＤ
ＮＡポリメラーゼまたはＴｔｈポリメラーゼを有することを特徴とするキット。
【請求項１２】
　請求項６または７に記載のキットにおいて、前記一本鎖ＤＮＡプローブに結合された前
記蛍光部分が、その無傷の形態でその標的鋳型とハイブリッド形成した場合に最大蛍光を
達成することを特徴とするキット。
【請求項１３】
　サンプル中のデオキシヌクレオシドキナーゼ活性を測定するための方法において、
　ａ．　容器中のサンプルを、ＤＮＡ依存性ＤＮＡポリメラーゼと、少なくとも１つのデ
オキシヌクレオシドと、少なくとも一のシチジル酸キナーゼ、ｄＴＭＰキナーゼ、及びヌ
クレオシド二リン酸塩キナーゼと、鋳型ＤＮＡ分子、ＤＮＡプライマー分子、および前記
ＤＮＡ依存性ポリメラーゼによって合成されるｄｓＤＮＡに取り込まれるか前記ｄｓＤＮ
Ａから置換されるかあるいは前記ｄｓＤＮＡに結合されることが可能である蛍光部分を含
む検出システムとを含む反応混合物と接触させるステップと、
　ｂ．　前記容器をインキュベートするステップと、
　ｃ．　前記蛍光部分からのシグナルを測定するステップと、
　ｄ．　前記蛍光部分からのシグナルを、前記サンプル中のデオキシヌクレオシドキナー
ゼ活性と関連付けるステップと
を特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法において、前記少なくとも１つのデオキシヌクレオシドが、天
然もしくは修飾デオキシヌクレオシドまたはこれらの混合物であることを特徴とする方法
。
【請求項１５】
　請求項１３または１４に記載の方法において、前記少なくとも１つの天然デオキシヌク
レオシドが、デオキシチミジンおよび／またはデオキシシチジンまたはこれらの混合物か
ら選択されることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１３または１４に記載の方法において、前記少なくとも１つの修飾デオキシヌク
レオシドが、ＢｒｄＵおよび／またはＩｄＵ、またはこれらの混合物などの修飾チミジン
および修飾シチジンから選択されることを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１３～１６のいずれか一項に記載の方法において、前記蛍光部分が一本鎖ＤＮＡ
プローブに結合されることを特徴とする方法。
【請求項１８】
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　請求項１３～１７のいずれか一項に記載の方法において、前記蛍光部分および消光部分
が、一本鎖ＤＮＡプローブに結合されることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１３～１６のいずれか一項に記載の方法において、前記蛍光部分が、ＰｉｃｏＧ
ｒｅｅｎ、Ｅｖａ　ｄｙｅまたはＳＹＢＲ　ＧｒｅｅｎＩなどの二本鎖ＤＮＡ表面結合ま
たは挿入分子であることを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１３～１８のいずれか一項に記載の方法において、前記一本鎖ＤＮＡプローブが
その無傷の形態である場合に、前記プローブに結合された前記蛍光部分が消光されること
を特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法において、前記ＤＮＡ依存性ＤＮＡポリメラーゼが、ＴａｑＤ
ＮＡポリメラーゼまたはＴｔｈポリメラーゼなどの５’→３’エキソヌクレアーゼ活性を
有することを特徴とする方法。
【請求項２２】
　請求項１７または１８に記載の方法において、前記一本鎖ＤＮＡプローブに結合された
前記蛍光部分が、その無傷の形態でその標的鋳型とハイブリッド形成した場合に最大蛍光
を達成することを特徴とする方法。
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